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（25頁参照）

麻しん（はしか）（M）
風しん（R）

（MR・M・R）（27頁参照）

小児の肺炎球菌感染症
（18頁参照）

ヒトパピローマ
ウイルス感染症
（34頁参照）

水痘
（水ぼうそう）
（30頁参照）

ジフテリア（D）・百日せき（P）
破傷風（T）・ポリオ（IPV）
Hib感染症（15、21頁参照）
ジフテリア（D）・百日せき（P）
破傷風（T）・ポリオ（IPV）
（21頁参照）
ジフテリア（D）
破傷風（T）
（21頁参照）

日本脳炎
（31頁参照）

２価または
４価ワクチン

９価ワクチン

第2期
（DT）

Hib感染症
（15頁参照）

ヒブ

※積極的勧奨差控え期間に接種しなかった平成９～19（1997～2007）
年度生まれの女性は、令和４～６（2022～2024）年度の３年間に
限り、キャッチアップ接種が可能です。38頁参照）

3
か
月

注1）：DTを第１期に接種する場合は、生後３月からとなります。
注2）：平成7（1995）年4月2日から平成19（2007）年4月1日に生まれ、第1期、第2期の接種を受けられなかった人は、

20歳未満であれば、定期接種として受けることができます。

B型肝炎
（14頁参照）

※

注）：９価ワクチンの場合、初回接種が15歳未満であれば２回の接種
　　 で完了することができます。

※

初回接種は20日以上、標準的には20日から56日までの間隔をおいて
３回（DTは２回）行い、追加接種は初回接種終了後６月以上、標準的
には12月から18月までの間隔をおいて１回行います。
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：予防接種法で定められた対象年齢
：標準的な接種期間
：好ましい接種時期の一例
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「予防接種と子どもの健康　2024 年度版」正誤表

　2024 年度版の８ページ及び 32 ページの日本脳炎ワクチン接種時期の図表

から、第２期の定期接種に関する記載が欠落しておりましたので訂正をお願

いします。

　第２期の定期接種の対象は、９歳以上 13 歳未満のお子さんです。標準的

な接種方法は、９歳に達した時から 10 歳に達するまでの期間に１回接種を

行います。
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